
シリーズ

鹿
野
川
ダ
ム　

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
前
の
警
報　

切
迫
感
が
伝
わ
る
手
法
に
（
試
行
）

　

鹿
野
川
ダ
ム
に
お
け
る
異
常
洪
水
時

防
災
操
作
の
実
施
前
の
警
報
に
つ
い

て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
切
迫
感
が

伝
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
サ
イ
レ

ン
吹す
い

鳴め
い

回
数
」
と
「
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

の
放
送
内
容
」
を
以
下
の
と
お
り
、
試

行
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

国土交通省大洲河川国道事務所・山鳥坂ダム工事事務所だより
「
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
」
と
は

　

洪
水
調
節
を
行
っ
て
い
る
場
合

に
お
い
て
、
さ
ら
に
洪
水
時
最
高

水
位
（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
）
を

超
え
る
予
測
の
場
合
に
、
ダ
ム
か

ら
の
放
流
量
を
流
入
量
ま
で
徐
々

に
増
加
さ
せ
る
操
作
の
こ
と
。「
た

だ
し
書
き
操
作
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

従来（異常洪水時防災操作の実施前）

試行内容（異常洪水時防災操作の実施前）

▽サイレンの鳴らし方

　「約 ₁ 分間を ₅ 回鳴らす」　※約 5分間のサイレン
▽スピーカーの放送

▽サイレンの鳴らし方

　「約 ₁ 分間を ₅ 回鳴らす」これを ₂ 回繰り返す　　※約10分間のサイレン
▽スピーカーの放送

　鹿野川ダムより、お知らせします。
　ダムは現在洪水調整中ですが、ダムの流入量は今後も一層増加することが予想される
ため、異常洪水時の操作に移行する予定です。
　川の水が急激に増えますので、厳重に警戒してください。

　鹿野川ダムより、お知らせします。
　ダムは現在洪水調整中ですが、ダムの流入量は増加するため、ダムに入ってくる水量
とほぼ同じ水量を放流する操作に移行する予定です。
　川の水が急激に増え、これまで経験のないような洪水です。ただちに命を守る行動を
とってください。

約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分
吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴

約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分　　10秒　　約 1分
吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴　  休 止　　吹　鳴

変 更

【問い合わせ先】
国土交通省四国地方整備局　山鳥坂ダム工事事務所　☎3₄－3₀₀₀
　　　　　　　　　　　　　鹿野川ダム管理庁舎　　☎3₄－₂3₅₀
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シリーズ大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
　

秋
の
声
が
聞
こ
え
る
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
秋
と
言
え
ば
、
食
欲
の
秋
。
大

洲
の
秋
の
味
覚
と
言
え
ば
、
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
栗
に
注
目
。
生
産
量
が

全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
良
質
な

栗
で
有
名
で
す
。
利り

平へ
い

、
銀ぎ
ん

寄よ
せ

な
ど
、

品
種
も
豊
富
で
す
。

　

栗
を
使
っ
た
加
工
品
の
知
名
度
ア
ッ

プ
の
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事
業
「
大

洲
ま
る
ご
と
栗
イ
ズ
ム
」
や
、
飲
食
店

で
の
栗
を
使
っ
た
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー
を

開
発
、
提
供
を
し
て
い
ま
す
。
秋
の
夜

長
に
、
栗
を
楽
し
む
の
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

【
9
月
号
の
ク
イ
ズ
解
答
・
解
説
編
】

　

西
日
本
豪
雨
が
起
こ
っ
た
、
７
月
７

日
は
何
の
日
で
し
ょ
う
か
。

①　

川
の
日

②　

水
よ
う
か
ん
の
日

③　

ダ
ム
の
日

正
解
…
①

解
説
…
た
く
さ
ん
の
人
が
被
災
し
た
西

日
本
豪
雨
。
予
定
し
て
い
た
お
祭
り
や

花
火
大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
地
域
の
有
志
が
中
心
と
な
っ

て
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
楽

し
い
思
い
出
が
作
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
復
興
に
向
け
て
、
が
ん
ば

ろ
う
大
洲
。

※ 

今
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え
は
、
広
報

お
お
ず
₁₁
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

【
今
月
の
ク
イ
ズ
】

　

Ｏ
級
グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
で
豚

と
栗
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
た
料
理
名

は
何
で
し
ょ
う
か
。

①　

と
ん
く
り
ま
ぶ
し

②　

 

大
洲
産
の
栗
と
豚
ど
ん
ぶ
り

③　

豚
丼 w

ウ
ィ
ズ

ith 

甘
栗

文化財
柚木のエノキ樹

じゅ

叢
そう

市指定天然記念物
国所有

　江戸時代、相次ぐ肱川の水害を軽減するため、
大洲藩は防水林の整備を進めました。これら防水
林は「御

ご

用
よう

藪
やぶ

」と呼ばれ、現在も肱川流域に多く
残されています。
　この防水林は、新

しん

冨
とみ

士
す

橋
はし

の左岸側、上流約₄₀₀m
にわたって広がっています。川に近いところからホ
テイチク、マダケが植えられ、こうした竹類のな
かにエノキも植栽されています。エノキは根張り
が強く、また大木に生長するため、防水林全体の
強度を上げる効果があると考えられています。こ
の防水林で最大のエノキは、根回り3.₁m、樹高約
₁₆mにもなります。
　この防水林は、肱川流域に残るものの中でも、
当時の名残をよくとどめていて、肱川の治水の歴
史を知るうえで重要といえます。

（昭和₄₇年 ₅ 月 ₂ 日指定）

野　鳥
オバシギ（姥鷸）
チドリ目シギ科
全長　28.5㎝

　シベリア北東部やアラスカ北西部で繁殖して、
オーストラリアなどで越冬するシギの仲間です。
　市内では、水田や肱川の河口部などで出合う
ことがあります。食性は動物食で、貝類や甲殻
類などを捕食します。特に貝類を好んで食べま
すが、植物の種子を食べることもあります。
　名前の由来は、人が近寄っても物おじしない
ことや、シギ特有のくちばしや足に何の特徴も
なく、老女のように見えることから付いたと言
われています。それでも、春先に繁殖地に向か
うころには、恋の季節を迎え、地味な色合いで
も精一杯ドレスアップします。目立って外敵に
狙われやすいリスクを背負ってでも、雌にアピ
ールして子孫を残そうとします。草食系が多い
と言われる人間の社会も、自然界を見習って、
命がけで恋をして、これからの未来を背負って
ほしいと思うのは、私だけでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟
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大
洲
市
の
町
家
や
古
民
家
な
ど
を
活

用
し
た
観
光
振
興
を
主
導
す
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
経
営
組
織
）、
一
般
社
団
法

人
「
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」（
代
表

理
事
・
二
宮
隆隆た

か

久ひ
さ

市
長
）
が
発
足
し
ま

し
た
。

　

初
の
理
事
会
と
社
員
総
会
が
、
８
月

９
日
㈭
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
平
成

30
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
、
ロ

ゴ
マ
ー
ク
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人
旅
行
者
）
を
含

む
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
な
ど
の
資
源
を
生
か
し

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
ま

す
。 大

洲
市
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ「
キ
タ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」発
足

　

法
人
名
は
、
明
治
期
の
大
洲
出
身
の

貿
易
商
池
田
貫か

ん

兵べ

衛え

、
河
内
寅と
ら

次じ

郎ろ
う

ら

が
設
立
し
た
「
喜
多
組
」
に
ち
な
む
も

の
で
す
。

　

今
後
は
、
会
員
の
募
集
を
は
じ
め
、

次
年
度
か
ら
の
本
格
的
な
事
業
開
始
に

向
け
た
町
家
活
用
事
業
、
指
定
管
理
事

業
な
ど
の
諸
準
備
を
行
う
計
画
で
す
。 決定したロゴマーク

　市が発注する建設工事において、特に優秀な工
事を行った ₄ 業者への表彰式が、 ₇ 月3₁日㈫、大
洲市役所で行われました。
　谷本建設工業株式会社の谷本益

ます

高
たか

さんは「建設
業としての社会的役割を果たし、大洲市復興の力
になりたい」とあいさつしました。
　受賞した業者は、以下のとおりです。
▽谷本建設工業 株式会社　▽久保建設 株式会社
▽村上住宅 株式会社　　　▽有限会社 住吉産業

大洲市優良工事表彰式 高齢者叙勲

故 西　　忠
ただ

　信
のぶ

 さん
（大洲市大洲）
元公立小学校長

　西さんは、長年にわたり教育業務に
ご尽力された功績により、このたび

「瑞宝双光章」を受章されました。
（受章後、 ₈ 月₂₈日に逝去されました）

瑞
宝
双
光
章

おおずニュース
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